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小山田議長   それでは、定刻になりましたので始めたいと思います。どうも皆

様、おはようございます。 

 では、元年度第４回社会教育委員の会議ということで、今期は実

は本会議は今日が最後になりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 まず最初に、資料がたくさんございまして、事務局の方から資料

の説明をお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 はい。おはようございます。では資料の説明をいたします。 

 配付した資料ですけれども、会議の次第と、次は令和元年度第３

回社会教育委員の会議の会議録です。資料１、令和元年度小金井市

社会教育委員の会議『視察研修』報告書、資料２、第２９期小金井

市社会教育委員の会議２年間の検討内容、資料３第３次小金井市生

涯学習推進計画の評価について（平成３０年度）、資料４、全国大会

参加団体への補助金交付について。次からは、委員の方のみの配付

となりますが、東京の地域教育ナンバー１３６、平成３０年版小金

井の教育、図書館だより第５２号、平成３０年度事業のまとめ小金

井公民館、小金井月刊こうみんかんナンバー４９６、４９７、２０

１８青少年のための科学の祭典東京大会in小金井の報告書、最後に

第７１回小金井市体育祭の開催について（ご案内）、以上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございました。皆様資料はございますでしょう

か。たくさんありましたので、もし不足がありましたら、事務局の

方へお願いいたします。 

 それでは、今日は議題・報告等がたくさんございますので、進め

たいと思います。 

 まず、議題の１、会議録の承認について、ということで、こちら

会議録ですが、この間の視察の時に開催しましたが、視察が中心で

今回は本当に短い内容でございますが、今回ちょっとお目を通して

いただいて、何かございますでしょうか。特になければ、これで承

認ということでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

小山田議長   では、会議録のほうはご承認いただいたということで、ありがと

うございます。 

 続きまして、令和元年度視察研修についてのまとめということで、
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資料１になります。皆様からですね、レポートご提出いただきまし

て、どうもありがとうございました。それで、この間、小委員会で

も皆さんと検討したんですが、皆様が書いてくださっているものは

生かして、最後のまとめ的な部分を、この間小委員会のほうで話を

させていただいたというような感じなんですが、ちょっと皆さんに

１、２分読んでいただいて、何かあればご意見を伺いたいと思いま

すので、お読みください。 

 はい、では、今回はご感想をそのままお名前を入れさせていただ

いて、まとめておりますので、それぞれの皆様のご意見等もあるん

ですが、立川市では立川市役所の生涯学習センターの方と、あと指

導室の方に立川のコミュニティ・スクール、生涯学習推進センター

についてお話をいただきました。立川市民科というものがあって、

生涯学習センターがコーディネーター役というような形で進めら

れているということでしたが、そこでは小中学校で人づくりに取り

組みながら、いろんな授業や体験学習などを展開していくというお

話を伺いました。三鷹市では、実際にコミュニティ・スクールに伺

いまして、第五中、鷹南学園でしたけれども、校長先生やコミュニ

ティ・スクールの会長、前会長、学園長も来てくださいまして、鷹

南の学園で実際に行われていることをスライドなどを使ってご説

明いただいたり、質疑応答というようなことで、いろんなお話を伺

うことができました。感想について、それぞれ皆さん書いていただ

いておりますが、本当にいろいろ参考になることがたくさんあった

と思いますが、最後、まとめのところだけ、小委員会で作成しまし

たので、もしこれに加えてほしいとか、何かありましたら、ご意見

を伺えたらとは思います。一番最後の５のまとめの部分で、皆様の

感想からということで、小金井市のコミュニティスクール、地域学

校協働活動を今後推進していくにあたって、必要だと思われること

を以下のとおりまとめました、ということで、８点にまとめており

ます。１が力強く推進をする人と持続可能な組織づくりをすること。

２がワンテーマに絞り込んだ明確な目標（人間力、社会力、市民力

等の育成に繋がるもの）を熟議し、設定すること。３、ＣＳコミュ

ニティスクールの推進員が有償で配置できるように予算付けをす

ること。４、コーディネーターの位置付けをして育成をすること。

５、地域の公民館と学校との連携についても考えていくこと。６、

小学校中学校の連携を視野に入れていくこと。７、市職員や市民に
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コミュニティスクール、地域学校協働活動について学ぶ機会をつく

り啓蒙活動をすること。８、関係する部署や学校、地域が横につな

がりを連携して教育活動をすること。ということで、まとめさせて

いただきました。それぞれ意味があってですけれども、そのあたり、

不足を原田副議長お願いいたします。 

 

原田副議長   はい。皆さんいろいろな角度から感想を書かれているんですが、

それから共通項を絞り出すとこういう８項目くらいになるのかな

と、いうようなまとめになっているかと思います。我々は教育長に

対して提言を出したわけですけれども、あれでもちろんゴールじゃ

なくて、むしろ提言から始まるということですね。これから具体的

に進めていただかないといけないことなんですが、その間の委員会

としてきちっと進行状況をチェックする上で、こういう８つの項目

については重点的に見ていったらどうか、という感じかなと思いま

す。特に２つのモデル地区を見て、推進する１番と２番ですね、人

と組織づくりがきちっとできているかどうか、それからもう１つは、

三鷹も立川も明確なテーマがあったということですね、立川市民科

とか小中一貫教育とか。そういうものに相当するものが、小金井市

として何か設定できるのか、その辺のことが特に重要ではないかな

というふうに感じております。以上です。 

 

小山田議長   はい。この間小委員会でご出席いただきました方々との意見交換

をしてまとめたものですが出席された小委員会委員の方、何かあり

ますか。 

 

福井委員    はい。福井です。この最後のページの５番の、今原田委員のほう

では１と２のところということで説明されたんですけれど、私は５

と６というのはやはり注視すべきじゃないかなと思います。公民館

と学校との連携ということで、立川市のほうもやはり、公民館では

なくて、立川市の場合は地域学習館という呼称を使っているんです

けれど、地域学習館と学校との連携不足が課題であるということを

言われております。小金井市も公民館との学校との連携というのは

非常にゼロに近いと思いますから、その辺の連携、例えば１から８

まであるんですけれど、それらの優先順位として１つできるところ

から進めるということで、できたら５番というところをすぐ取りか
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かれるんじゃないかと思います。 

 もう１点、小学校中学校の連携を視野にということなんですけれ

ど、コミュニティ・スクールの基本は１中学校区に２小学校を入れ

るということで、コミュニティ・スクールを立川市も三鷹市もスタ

ートしていますが、非常に、小学校、中学校は太いパイプで連携し

ながら地域活動をしているとうことでしたが、残念ながら小金井市

は小学校、中学校は極端に言えば、連携度ゼロであるということだ

と思いますから、極力できることからスタートするということで、

公民館と学校の連携を１つ目、２つ目としては、どうやれば小学校、

中学校の連携ができるかと、それが小金井市のコミュニティ・スク

ール及び地域学校協働活動ということに繋がってくると思います

から、その辺のできるものからスタートしていけばと思います。以

上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございます。柴田委員。お願いします。 

 

柴田委員    はい。私もこのまとめの中で、特に２つ強調したいことがあるん

ですけれども、１つは、地域の公民館と学校との連携についてです。

立川市の場合は、先ほど福井委員もおっしゃったように、地域学習

館という位置づけで公民館が機能していますが、そことの連携不足

を今後考えていくというスタンスをとっていますが、立川市の場合

は、しっかりとした生涯学習センターがあって、そこで地域のどう

いう人材がいるかということも把握していますし、さまざまな市民

の方がそこに参画をして、そのセンターを広報づくりから運営をし

ているという背景がありますので、本市の場合は、そういうセンタ

ーがないということも１つ、立川と比較する際に大きな相違点とし

てあると思うんですけれども、そういったことも踏まえて、公民館

と学校との連携、生涯学習社会教育と学校との連携ということを考

えていくことが必要なのではないかと思います。 

 もう１つは、ＣＳ推進員についてです。三鷹市の場合は、ＣＳの

学園長が、会長の方がおっしゃっていた言葉で、私も今回のレポー

トの中に書かせていただいたんですが、１００のねぎらいの言葉よ

り予算付けを、という言葉がとても印象的でした。この推進員とい

うのが、三鷹市の場合は週３日２０時間、学校の中にしっかりとデ

スクを置いて、位置づけているということで、このＣＳ推進員が、
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コミュニティスクール学校運営協議会の委員も兼ねているという

ことで、情報をしっかりそこに一括して集中することができますし、

こういった人たちが学校運営協議会の議事録をしっかり作成した

り、さまざまなコーディネートをしているというところで、周りの

そこに関わる大人の方たちが安心してこの取り組みに参画できる

体制が整っていますので、もし本市でもコミュニティ・スクール導

入の際には、ＣＳ推進員を配置するということを強調していただけ

たらと思いました。以上です。 

 

小山田議長   はい、わかりました。石田委員、研修には行かれませんでしたが、

この報告を見て何かございましたらお願いします。 

 

石田委員    私は研修には参加できなかったんですが、このまとめを見ていて、

３番のＣＳ推進員、今柴田委員も言いましたが、やっぱり有償でで

きることによって進められる部分がすごく多いと思いますので、ボ

ランティアだけではなく、予算をとることによって推進員が動くこ

とも重要かと思います。ですから１２３４５６７８、全てが重要で、

全てを進めてほしい、ということになるかと思います。 

 

小山田議長   その他の委員の皆様は何かご意見等、特に何か付け足してほしい

こととか、何かございますか。はい。 

 

所委員     では、済みません。まず、３番のＣＳ推進員を有償で、というこ

となんですけど、たぶんこのＣＳ推進員という言葉自体が三鷹独自

の名称ではないかなと思われます。なので、もしここにまとめとし

て書くのであれば、地域学校協働活動推進委員ですかね、確認をし

て、正式名称で書いたほうがいいかなと思いました。それから、３

番については、本当に有償で配置していただけると学校としても非

常にありがたいと思います。それから６番の小中学校の連携を視野

に入れていくということなんですけれども、今、小金井市の各学校

で連携が全くゼロというわけではなくて、それは視野に入れて学校

教育活動をそれぞれの学校でやっています。例えば、この緑中学校

区で言えば、学区がきちんと２小１中になっている学区なんですね。

唯一、小金井の中で。なので、月に１回、校長は連絡会があって、

そこで情報共有をしたりですとか、あと年に１回は教員の学びの機
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会があったります。そういった形で連携は視野に入れつつ、分離型

ですけれども教育活動をしているとご理解いただけたらなと思い

ます。連携を視野に入れることは非常に重要だと捉えております。 

 

柴田委員    先ほど、所委員のご指摘にありましたＣＳ推進員ですが、三鷹市

の場合は正式名を学校協働参画推進員というふうに言っておりま

して、三鷹市独自の予算となっているようです。 

 

所委員     そうなんですね。ありがとうございます。 

 

小山田議長   では、他に何かございますでしょうか。 

 

首藤委員    ここにまとめていただいてること自身に変更ということではない

のですが、この中身でもう少し補足したいんですが、まず２番につ

てはすごく大事な項目だと思います。市全体としてというか、小金

井市民が、どのような子どもたちを育てたいと思うのかということ

を、やっぱり明確にしていく必要があると思います。上から何かテ

ーマを与えるのではなくて、何かそれをどう拾っていくのかという

の大事なことだと思うんですけど、結局、市民として自分たちの子

どもを将来にわたってどういう育て方、どういう人に育てたいのか

ということを、明確にしていく必要があって、それがきちっとでき

ていれば、けっこう芯がぶれないのかなというふうに思いました。 

 それから、１番ですが、この中にも包括の意味では書いていただ

いていると思いますが、コミュニティスクールをどこの学校にする

のか、という選定をする時に、多分、今最も進んでいる学校がター

ゲットになって、そこから始めようと、いうことを考えているのか

なというふうに思うんですが、一方で、そういうやり方でやると、

どこかで過去のしがらみも含めて、行き詰まることもあるかもしれ

ないなという気もします。もう１つは、やっぱり先ほどの２番のテ

ーマで言いましたように、どういう子どもたちを育てたいのかとい

うことをはっきりすれば、テーマに合う形で、ゼロからやってみる

ということも大事かなというふうに思いますし、いずれのやり方を

するにしても、最終形ですね、それをどう、市全体に展開していく

のかという計画を明確にしてから始めていくということがすごく

大事だろうというふうに思うんですね。やりやすい所からやるとい
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うことで、終わってしまわないように、それを最後のところはどう

市全体に網羅して、うまくやっていくのか、という計画書そのもの

を、まず最初につくっていくということがすごく大事なことなんじ

ゃないのかなというふうに思いました。以上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございます。では、ちょっとそのあたりを加え

て。城委員、何かございますか。 

 

城委員     よくまとめてらっしゃるなと思うし、三鷹市にしろ、立川市にし

ろ、すごくいろいろプログラムを考え、いろんなことをなさってい

るというのを感じましたし、三鷹市については、普通お母様たちが

中心となって進めることが多いと思いますが、お父様たちが入って

いるというのは、すごいなと感じました。あとのまとめのほうは、

よく考えてらっしゃるので、いいのかなと思いました。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございました。では、先ほど原田委員の発言に

もあったとおり、本委員会として提言書出して、このところずっと

コミュニティ・スクール、地域学校協働活動について私ども議論し

てきて、そして最後に視察研修も行けたということで、いろいろな

ビジョンが自分たちも明確になったと思います。今後、それをどう

広めていくかということになると思うんですけれども、本当にいい

視察ができたと思います。ありがとうございました。私も最後に書

かせていただきましたが、所委員もおっしゃってましたけど、実は

小金井市でもすでにやっていることもあり、また地域資源もあり、

とりあえず今あるものを、もう一度見直したり掘り起こしたりして、

繋いでいくということで、まずは小金井スタイルという小金井らし

いコミュニティ・スクール、地域学校協働活動ができるのではない

かということをまた改めて感じまして、先ほど首藤委員もおっしゃ

るように、やっぱり最初に明確なる、小金井の子どもたちにどうな

ってもらいたいか、そういう熟議討議ができるようなまず機会があ

るといいのかなと思いましたし、それによってゼロからまたスター

トというのはありますし、今ある地域資源を使うというのもあるし、

本当に皆さんでいろいろと考えていきながら進めていければいい

のかなというのを、思ったところです。これがスタートなので、今

後も小金井市でどうやってコミュニティを作っていくのか、地域学
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校協働活動が広がっていくかというところは、社会教育委員の役割

としては引き続き見守っていただけたらと思いますので、よろしく

お願いします。ということで、視察研修の報告書は、皆様のご意見

を入れて、少し言葉を変えたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。 

 では、引き続きですが、第２９期社会教育委員の会議についての

今期のまとめということで、２年間のまとめを、小堀さんにまとめ

ていただいいたんですけれども、ご説明いただいてもよろしいです

か。 

 

小堀生涯学習係長 はい、では、説明させていただきます。上から１２３４、４つ

目までは、これまで会議の中で実際に協議検討していただいたこと

をまとめて書かせていただいています。最後のところは、私のほう

で作ってしまっているので、しっかり見ていただければと思うんで

すけれど、基本的には小山田議長がまとめてくださった先ほどの資

料１の最後にのまとめをそのままある程度使わせていただいて、こ

ういったことも検討してくださいというようなことで書いており

ます。中身を見ていただいて、こういったこともやったんじゃない

かとか、もうちょっと違う書き方をしたほうがということがあれば、

どんどん言っていただければと思います。以上です。 

 

小山田議長   はい。この第２９期ですが、まず最初に第３次の小金井市の生涯

学習計画の評価ということで、こちらの進捗状況の評価を行いまし

た。続きましては、三者懇親会、三者合同会議が実施がありまして、

今年度は本会議が三者の事務局となりましたので、三者懇親会では、

地域学校協働のコミュニティ・スクールについてということをテー

マに柴田委員にお話しいただいて、私から提言の説明等させていた

だき、グループディスカッションというのを行いました。 

 続きましては、生涯学習支援センター機能ということで、これは

平成２５年に三者による提言「小金井市生涯学習支援センター機能

の実現に向けて」という提言書が提出されましたて、それに向けて

何かできるところから、ということで、生涯学習センター機能を充

実させる、まずはホームページからという検討になりまして、ホー

ムページを今の既存の市のホームページの中に、まず生涯学習情報

コーナーを設置するということで、今期の当初はこのお話をしてい
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たと思います。いろいろなシートとかもつくりまして、今も市のホ

ームページの中に生涯学習情報コーナーということで、設置してい

るんですが、今後さらにホームページの充実や発信の方法について

も検討していく必要があるんじゃないかということで、２９期では、

つくったというところで終わってますので、こちらもですね、また

次の３０期でさらにどうすればホームページが充実するか等の、あ

と生涯学習センター機能ということでも、ホームページ以外でもい

ろいろできることがあるかもしれないと、またそのあたりもご検討

いただけたらと思います。 

 それから、小金井市での地域学校協働活動の実現に向けての提言

の提出。これは今日もまとめがありましたけれども、２９期の中で

は大きいことだったのではないかと思います。提言を出したところ

ではありますが、今後も見守っていく必要があるということで、大

きくはこの４つが挙げられておりますが、思い返していただいて、

その他何か、これもやりましたよねということが、ここに加えたほ

うがよいようなことがありましたら、ご意見がいただけたらと思い

ますが。科学の祭典への出展とかもあったと思いますがいかがです

か。 

 

石田委員    自由参加だから入れなくてもいいかと思います。 

 

小山田議長   自由参加だから入れなくてもよいですか。 

 

石田委員    委員会としてまとまってやったことではあると思いますが。 

 

原田副議長   やっぱり、この２年間の記憶としては、今日も議論している地域

学校協働活動をどう進めていくかということに収れんして、実際の

研修も踏まえた熟慮ができたのかなと思いますので、このポイント

のまとめでよろしいかと私は思いますけれども、いかがでしょう。 

 

福井委員    はい、福井です。このとおりでいいと思いますが、下から２段目、

視察研修で八王子と国分寺が２９期の視察研修ということだけを

書かれているんですけれど、先ほど視察研修で直近で行った立川

市・三鷹市も、この行間の中の１つの視察研修としては、２９期と

して実施したということをこの書面としては残されていたほうが
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いいと思いますので、もう２、３行プラスして加えていただければ

と思います。以上です。 

 

小山田議長   はい。そうですね。では、視察研修ということで１つたててもら

って、八王子と国分寺も行きましたし、今年度は立川市、三鷹と行

ったということを残すために、視察研修についてという項目を１つ

立てていただいて、並べていただければいいのかと思います。よろ

しくお願いします。ほかに何かございますか。 

 

小堀生涯学習係長 小山田さんの意見だと、この１２３４つ目の２つ、活動の実現

に向けてのところが、まだその段階では、ここの２つしか研修に行

ってないなということで、そこはちょっと書いてなくて、後ろの、

来期に向けた検討のお願いの間に、研修のことをまた別途入れたほ

うがいい。 

 

小山田議長   そうですね。 

 

原田副議長   生涯学習支援センターの次に研修、この期で４カ所行ったもんで

すから、それを先に書いていただいて、この提言のところでは、前

半の研修を踏まえてという形になり、後半の２か所については、最

後の項目というふうにしたらよいのではないでしょうか。 

 

小山田議長   そうですね、順番についても考えていただいて。 

 

小堀生涯学習係長 はい。わかりました。 

 

原田副議長   ちょっと量が増えてしまうので、どこか削らないといけないかも

しれないですが。 

 

小山田議長   そうですね、視察研修についてのところで、地域学校協働実現に

向けての提言についての２番目のところで、割と詳しく書いていた

だいているんですが、それを視察研修についてのところに入れてい

ただいて、ここは、上記の視察研修の八王子、国分寺というような

ことを参考にしたくらいに、この提言の提出のところは短くしてい

ただければいいのかなと思います。 
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 来期に向けた検討でコミュニティ・スクールもですが、今、私も

お話しの中にも言いましたが、やはり生涯学習センターのホームペ

ージもあのままでいいのかというのは私も気にはなっていて、ちょ

っと今期では、あの後議論する時間もなく終わってしまったんです

が、もう少し充実させたりとか、継続で検討していただけたらと思

いますので、少し、最後その項目も入れていただけたらと思います。 

 他にはよろしいでしょうか。 

 

原田副議長   ちょっと細かいことですが、最後に検討のお願いとあって、文末

が検討していただきたいと書いてあるんですが、これは誰に対して

お願いしているのでしょうか。 

 

小山田議長   ３０期の皆様にということになりますか。 

 

小堀生涯学習係長 そうですね、本日こちらの内容を確認していただき、検討内容

を反映したものに資料に手直しをして、来期の資料にしたいと思っ

ていますので、来期の方に向けて書いているものになります。 

 

原田副議長   ということですね。はい。わかりました。 

 

小山田議長   来期に向けた方へのお願いということで。 

 

小堀生涯学習係長 検討のお願いの文体について、最初はですます調で作成してい

たのですが、そこまではずっと違う文体でしたので、急にですます

調になるのも変かと思いまして、ちょっと悩んだんですけど、この

ような感じになりました。 

 

原田副議長   わかりました。 

 

小山田議長   はい。２年間ということで、あっという間だったんですけど、こ

のような形にまとめていただけてありがとうございます。 

 あと、ちょうど今日の東京地域教育の中にＴｏｋｙｏ・スクール

コミュニティ・プロジェクトの展開ということが詳しく書いてあり

ますので、これもまた皆さん今度見ていただいて、統括コーディネ

ーターの配置ですとか、いろんなことが今後の東京の構想というこ



 -１２- 

とで書かれておりますので、今日の資料でもちゃんと書いています

けれど、また参考に読んでいただければと思います。よろしくお願

いします。 

 では、他になければこれでまとめます。もしまだ何かあとで思い

ついたことがあれば、またメールとかいただいても大丈夫かと思い

ます。今週いっぱいくらいだと大丈夫かと思いますので、一応では

２年間のまとめはこれで終了とさせていただきます。どうもありが

とうございました。 

 では続きまして、第３次小金井市生涯学習推進計画の評価につい

て、平成３０年度分ということで、こちら小堀さんのほうからご説

明よろしいでしょうか。 

 

小堀生涯学習係長 はい。こちら資料３「第３次小金井市生涯学習推進計画の評価

について（平成３０年度）」こちらは、前年度は事前にメールで送信

させていただいたかと思いましたが、今年度はこの場でお出しする

ことになってしまいまして、申し訳ありません。全体的に平成３０

年度につきましては、市政６０周年というところもありまして、そ

こで新しい事業を、新しいというか、単年度の事業を行ったものも

ありますし、あと２０２０東京オリンピック・パラリンピックの関

係で、平成３０年度から新しく始めた事業等がございました。評価

としては、計画前の平成２６年度、そして計画の最終年度である平

成３２年度の目標と比較して、今回の値が平成３２年度をクリアし

ていればＡ、そして２６年度を越えて３２年度には達していない値

の場合はＢ、平成２６年度とほぼ同じくらいの値についてはＣ、平

成２６年度よりも大幅に下回っている場合はＤという、ＡＢＣＤの

評価としていますが、その中で、事業数が評価に直結するものも何

個かあり、先ほどご説明したとおり、周年記念事業やオリパラ関連

事業の増加等により、平成２９年度の評価ではＢだったものが平成

３０年度の評価ではＡになっているというものも多くありまして、

最終的にＡ評価が５事業から１０事業に増加しています。また、Ａ

ＢＣＤのＤの事業だったものも、前回は３事業ありまして、そのう

ち図書館については、改修工事で一定期間図書館の運営が頻繁にで

きなかった期間がありますので、ここで貸出数が減っていた部分が、

２年前と同数になって、評価がＣに変わったものとか、あと平和人

権に関する事業についても、平成３０年度に内容を少し見直しをし
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たため、Ｃの評価になったということもありまして、全体的には評

価が平成２９年度よりも上がっているような形になっております。

詳細は資料を見ていただきたいと思います。以上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございました。今日配られたので、皆さんちょ

っと熟読できる時間がないかもしれないんですが、さっと見ていた

だいてご質問があるようでしたら、今できる範囲でお願いします。

Ｄ評価が１事業で、Ｄ評価が出前講座の利用講座数が伸びないとい

うことで、Ｄということだったようですが。 

 

福井委員    よろしですか。 

 

小山田議長   はい、お願いします。 

 

福井委員    福井です。２ページ目のですね、評価結果の表なんですけれど、

昨年度は右の縦の平成２９年度しか載ってないということで、前年

度の比較もできないという意見を述べましたら、今回は平成３０年

度分が対象なんですけれど、しっかり要望を聞いていただいて、さ

らに平成２８年、２９年の比較をしていただいたということで、事

務局の方にしっかり要望通り記載していただいているということ

に感謝申し上げます。 

 それで、この表でいくと、９番の出前講座利用講座数というのが

Ｄ評価ということで、前年比から見れば２８回から３０回に増えて

るんですけれど、もともとの平成２６年度では３５回の実績があっ

たし、３２年度の目標は５０回だということで、唯一、平成３０年

度はＤ評価のこの事業だけなっております。平成３０年度の３０回

のうち、個人的な話なんですけれど、私は２回ほど出前講座は自分

のサークルとして利用してるというのが含んでるんですけれど、各

公共施設には、出前講座のピンクの表紙の申込用紙も置かれていて、

公共施設では出前講座というものが利用できるということについ

て、公共施設の利用者は皆さん理解できているけれど、一市民がこ

の出前講座というものを利用するというのには、まだまだ広報がで

きていないということで、平成３２年といえば２年先なんですけれ

ど、現状３０回を５０回にするとすれば、もう少し何らかの、市民

に広報するような方法を設けられたら、プラスする要因にもなるん
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じゃないかということで、意見を申し上げます。以上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございます。その他何かございますでしょうか。

今の福井さんの意見に私も賛同いたしますが、２ページ目の９学び

を継承するための仕組みづくりという、ここがＣＢＤでちょっと全

体よりやはり評価が落ちている部分なのかなと思いまして、やっぱ

り広報的な問題があるのか、何かちょっと課題があるのではないか

と思いますので、またご検討いただけたらと、こちらの社会教育委

員の会議でもご検討いただけたらと思いまして、全体を見てもちょ

っとここが弱いのかなと思いますので。 

 

原田副議長   関連してよろしいですか。 

 

小山田議長   はい、どうぞ。 

 

原田副議長   今の関連で後ろの資料の２０ページの学びを継承するための仕組

みづくりで、社会教育関係団体の登録数自体が減っていると、いう

ことでＣ評価なんですね。やっぱり広報とも関係あるんですが、何

かやりたいという人が、こういう情報に接する機会があるほうがい

いわけですから、こういうのに、どんどん登録をしてもらってもよ

ろしいかと思うんですね。つまり、市民の目に触れない団体がいっ

ぱいあるということになりますので、そのために何かですね、今度

登録してくださいと呼びかけるだけでなくて、登録するとその団体

にメリットがあるみたいなことが考えられないかなと思います。登

録しておくとこういういいことがありますよと、活動に対してです

ね、こういうメリットがありますということも検討していただいた

ほうがいいのかなと、数が減っていますのでね、１００になってし

まってるので、そういう感想を持ちました。 

 

石田委員    石田です。関連して、これ登録しておくと、市民集会施設や何か

を使える時に、使用料が割引していただけるんです。だから既に登

録の特典はあると思いますので。 

 

原田副議長   そのＰＲをもっとするということですね。 
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石田委員    私たちは集会施設とか、そこを利用する時には割引していただい

ております。ですから、もう少し、特典の割引率とかあるといいの

かもしれません。 

 

小山田議長   特典ももう少し何か増やせたらいいということでしょうか。 

 

石田委員    お部屋を取るときの優先順位とか。会議室はなかなか取れなかっ

たりしますので。 

 

小山田議長   こちらもまた、今後の検討課題として、また皆様でもご検討いた

だけたらと思います。はい、柴田委員。 

 

柴田委員    １０ページのところの、重点プロジェクト子どもの居場所づくり

というところなんですが、評価が平成２８年度からＤＣＤとなって

います。平成３０年度はＤというところなんですが、こちらの計画

を見ますと、子ども若者対象事業だけではなくて、子どもや子育て

家庭の居場所づくりということや、その世代の学習支援ということ

も入っているので、評価の対象事業というところに子ども若者だけ

じゃなくて、そういった世代の方たちを対象とした事業数なども含

めればもうちょっと事業数が多くなるのではないのかなと、換算す

る時に多くなるのではないかと思います。なので、ちょっとＤ評価

というのは２８年・３０年と続いてますので、もうちょっと対象事

業数を見直したらいいのかなというふうに思いますが、いかがでし

ょうか。 

 

小山田議長   はい、事務局のほうが何かあるでしょうか。はい、菊池館長お願

いします。 

 

菊池図書館長  平成２６年度が２８事業ということで始まっていますが、これは

貫井北センターができた時の事業数となります。この評価自体が事

業の数で行っているところがあるんですけれども、オープンしてか

ら、この時はたしかにこの事業数だったんですが、そのあとに事業

を統一させて、発展的に事業数を減っていってるものもあるという

ことで、ちょっと私的にもこの評価は辛いなというところがありま

す。数だけでみればこういうふうになってしまうんですけれども、
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中身的には膨らんできている。ちょっと、この目標値のところも、

対象をずらすのもなかなか難しいのかなというのはあるんですけ

れども、次回の時にはその辺も見てきたいなというふうに思ってい

ます。 

 

小山田議長   事業数だけの評価ではなく、今のお話なども評価に反映できるよ

うになればよいという気もしますので、その辺りをお願いいたしま

す。 

 他によろしいでしょうか。今日初見ということですので、またご

質問等ありましたら、こちらも今週くらい、小堀さん大丈夫ですか。

あとで気が付いたことなど質問があれば。では、もしまた気が付い

た点等ございましたら、今週中であれば小堀さんのほうにメール等

で連絡いただければと思います。では、よろしくお願いいたします。

全体としては良くなってきているということで、評価として上がっ

ているということで。また引き続き令和元年度ですね、よろしくお

願いいたします。 

 それでは次にまいりたいと思います。続きまして、全国大会等に

参加する団体への補助金の交付についてということで、こちら資料

４ですが、事務局のほうからご説明お願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 はい。こちら資料４をご覧ください。こちらは小金井ハンドボ

ールクラブという団体が関東小学校ハンドボール大会で優勝し、８

月１日から５日までに行われた第３２回全国小学校ハンドボール

記念大会の出場権を得ました。この度、出場した団体から大会参加

に要する費用についての補助金の交付申請がありましたが、社会教

育法第１３条の規定により、地方公共団体が社会教育関係団体に対

し補助金を交付しようとする場合には、あらかじめ社会教育委員の

会での意見を聞いて行わなければならないとされていることから、

本日ご意見を伺いたく、議題とさせていただきました。こちらの資

料の裏面に、全国大会等に参加する団体への補助金交付事務取扱基

準というものを配らせていただいていますが、こちらに職員が扱う

場合の一定の基準を定めております。補助の対象経費については、

大会等に参加する旅費、参加費というかたちになりまして、上限が

対象経費の２分の１、金額としては２０万円が上限となっておりま

す。資料にあるとおり、交付の目的としては、優秀な成績をおさめ
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た優れた団体の負担を軽減し、健全な団体を育成し積極的な活動を

支援するために行っているもので、この補助金制度が始まった経過

としましては、学校などが部活動で大きな大会に出る時に、補助が

出ますが、それと同じように学校外で活動している競技団体が全国

大会等の大きな大会に出る時に同様の費用負担をしてあげたらど

うかということで、始まった制度です。こういったことを考慮の上、

ご意見をいただきたいと思います。こちらは８月１日から５日とい

うことで、全国大会のほうは既に終了しておりますが、結果につい

てはまだ確認できておりません。今回の補助金は全国大会等に参加

する団体への補助となりますので、全国大会での成績については特

に関係しません。予選を勝ち上がり、全国大会等の参加に対しての

補助金となりますのでご承知おきください、以上です。 

 

小山田議長   はい、ありがとうございました。ただいまの説明のとおりという

ことで、小金井ハンドボールクラブが全国大会参加団体ということ

で、出場されたということですが、それに対しての補助金の交付に

つきまして、今のご説明で何かご不明な点とかご質問がございます

でしょうか。 

 

福井委員    はい。福井です。この補助金に対する明細に対しては問題ないで

すけれど、この仕組みとして、１点お聞きしておきたいです。内容

としては、今回この団体の補助金交付の依頼というのは事前に当然

申請していないといけないのか、結果終わってから半年後でも申請

していいのか、ということです。あともう１点、今回このハンドボ

ールチームが補助金対象になったということなんですけれど、まだ

今年度３月まで期間があるんですけれど、要望されたら、小金井市

としての予算はあるんですか。それとも、今年度はこのチーム、２

０万円交付したら終わりだということで、どちらでしょうか。 

 

小堀生涯学習係長 こちらは、事前に申請していただくことになっておりますので、

本申請も令和元年８月１日より以前に申請としてはいただいてお

ります。ただ、社会教育委員の会議がこの時期になってしまいまし

たので、今回の会議の議題となっておりますが、申請は先にいただ

いております。また、今年度の予算につきましては、１団体分２０

万円についての予算はありますが、今後もし同じような形で全国大
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会に出る団体から申請があった場合は、内部で協議をして基本的に

はお出しする方向で考えています。 

 

福井委員    はい。分かりました。 

 

小山田議長   他に、何かご質問はございますでしょうか。そうしましたら、一

応社会教育委員の会としては、承認という形でよろしいでしょうか。 

 

石田委員    はい、よいと思います。 

 

小山田議長   はい。それでは、こちらのほうは、社会教育委員会としては承諾、

承認したということで、お願いいたします。ありがとうございまし

た。 

 議題としては以上ですが、その他議題で何かございますか。よろ

しいでしょうか。では続きまして、２の報告事項に移りたいと思い

ます。報告事項のまず１、令和元年度東京都市町村社会教育委員連

絡協議会第１回理事会についてということで、こちらのほうは、特

に資料がないんですが、私のほうから口頭で報告をさせていただき

ます。７月２３日の火曜日午後３時から、三鷹市公会堂別館さんさ

ん館で、令和元年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第１回理

事会が開催されまして、私と事務局からは小堀生涯学習係長が２名

で参加してまいりました。協議事項としまして、大きく２つありま

して、１つ目が令和元年度都市社連協ブロック研修会の実施計画案

ということで、各ブロックからの計画が出てくるんですが、今回で

すね、他のブロックの研修にも参加したければ、受け入れをしても

いいんではないかということになりまして、ブロック幹事市は詳細

が決まったら連絡をします、多分こちらの小金井市のほうにも情報

が来ると思います。ブロック間でも研修に行ってもいいというよう

な形で今回は進めるということになっています。私どものブロック

の幹事は今年度は調布ということで、進んでいただいております。

それと、あと１２月に交流大会というのがあるのですが、これは昨

年度からも議論されておりました、講演会については一般公開をし

てもいいんではないかということで、それは一応よろしいのではな

いかということで、こちらも可になりました。ですので、今年度の

講演会からは一般の方も参加していただけるということになりま
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した。１２月の講演会は青木一郎さんという方が講師となっており

ます。ちょっと説明、プロフィールが手元にないので、今はご説明

ができません。申し訳ございません。 

 もう１つの協議事項としましては、会費改訂の件です。全国社会

教育委員連合の会費改訂に関わる対応ということで、会費の値上げ

について、都市社連協としては反対ということで、全国のほうに上

げたんですが、全国大会では値上げが決定しました。どういう方法

で値上げをするのがよいかというアンケートを、都市社連協のほう

からアンケートがありましたが、その結果として、ブロック会議の

予算を各ブロック６千円ずつ値下げをして、その差額を値上げ分に

充てるという回答が１番多かったため、それに決定しました。小金

井市としては、この意見ではなかったと思いますが、多数決という

ことで決定したため、来年度から各ブロックから６千円ずつ予算が

減ることになりました。令和２年度の予算についてはそういったや

り方にする、が、それ以降、また別の考えがあればその時に検討す

るということです。その議論の中で、武蔵野市さんから挙手があり

まして、武蔵野市さんも値上げ自体も反対というご意向もあったん

ですが、全社協連から脱退ということも検討してもいいんではない

かという、ちょっと強い意見も出てはいまして、今後そういうこと

も考えてもいいのではないかというようなことも、意見としてはあ

がったということですので、また理事会のほうではそういったこと

も含めて検討されると思います。大きく決まったことは２つで、あ

とは次回の理事会というのは令和２年の２月１８日に開催を予定

されているということです。以上が報告になります。何かございま

すでしょうか。 

 はい。では続きまして、第５０回関東甲信越社会教育研究大会の

参加についてということで、こちらは事務局からお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 はい。１１月７日から８日川越市で行われるこちらの研究大会

の埼玉大会ですけれども、今回、期をまたがってしまうことと、締

め切りが８月３０日ということでしたので、締切だけ考えるのでし

たら、本日の会議の検討でも間に合ったんですけど、ただ宿泊する

施設の宿泊費にだいぶ差がありましたので、なるべく希望に沿った

ところに泊まっていただきたいということがありまして、メールと

あと郵便で委員の皆様にはご連絡をさせていただきました。現状、
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次期の委員の方は候補者という段階ですが、新規の委員の方にもこ

ちらのご連絡をさせていただきまして、まず今まで行ってない委員

の方を優先させていただくということで、皆さんから希望を募った

ところ、１人新規の委員の方から希望がありましたので、その方に

は行っていただくということで、継続される予定の委員の方からは、

福井委員から手が上がり、2日間とも行ける委員の方は新任委員の

方と福井委員のお２人だったので、そのお２人で決定させていただ

いて、申込みを済ませております。以上です。 

 

小山田議長   はい。ありがとうございました。では、継続委員の福井委員、ま

たしっかり参加していただいて、はい、ご報告をよろしくお願いし

たいと思います。 

 

福井委員    はい。 

 

小山田議長   では、続きまして、３小金井市公民館中長期計画策定に係る中間

報告についてということで、それでは、公民館長お願いいたします。 

 

林公民館長   はい。公民館長です。それでは、小金井市公民館中長期計画策定

に係る中間報告について、これまでの経過を口頭にてご報告いたし

ます。 

 公民館では平成３０年１１月より、公民館中長期計画の策定に着

手し、公民館運営審議会の意見を聞きながら、検討を進めていると

ころです。中長期計画の検討項目については、１公民館の将来像に

ついて、２公民館本館機能について、３有料化（受益者負担）につ

いて、４センター化、業務委託について、となっております。検討

項目のうちですね、公民館の将来像についてと、公民館本館機能に

ついて、の２項目について検討が終了したため、明日８月２７日開

催の教育委員会に中間報告を行う予定となっております。主な内容

についてですが、公民館の将来像については、公民館は誰もが気軽

に立ち寄れ、自由に学べる機会の提供の拡大に努め、公民館で学び、

福祉や社会教育団体と他の活動で実践するという機能を強化する

ことを改めて果たすべき役割の位置付け、将来像を「つどい、学び、

つながる地域の拠点（ひろば）」と定めました。次ですね、公民館の

本館機能については、将来像の実現のため、福祉、子育て、学校、
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環境分野の関係部署との連携を強化し、また市民力地域力の育成や

資源の推進役となること等、地域課題解決学習を通じた地域づくり

の中心的役割を果たしていくことを本館機能として、さまざまな情

報が集約される新庁舎、（仮称）新福祉会館に公民館本館の執務機能

とミーティングスペースを整備することを目指すことといたしま

した。また、その他の項目については、今年度令和元年度末までに

検討終了し、パブリックコメント等の手続きを経て、令和２年度末

までに計画を策定、完成させる予定となっております。なお、本報

告ですけれども、教育委員会の承認後、社会教育委員の会議でも改

めて資料を提出させていただいて、報告する予定となっております。

説明は以上でございます。 

 

小山田議長   はい。ありがとうございました。明日、教育委員会の方へ報告を

行う予定ということですね。その後資料が来るということですので、

次、またいただけたらと思います。 

 

福井委員    はい。福井です。林館長から今言われたとおり、これ明日なんか 

承認を得て、その後我々に報告があるということを言われたから、

それでまたお聞きしたいと思いますけれど、公運審の委員も積極的

な意見を述べられた報告を期待したいと思うんですけれど、一個人

的に見ると、どういうまとめ方で報告いただくのかわからないけれ

ど、１つ意見として、または要望的な話なんですけれど、公民館本

館機能が新福祉会館のほうに入るということで聞いているんです

けれど、例えば、新庁舎の３階に生涯学習部が入るという場所です

ね、職員の場所は。それと、あと一般市民が利用できる公民館の本

館機能の学習室及び多目的室が福祉会館の２階にあるということ

で、階と建物自体が違うということで、できたら公民館の職員の事

業係等含めまして、フットワークよく、市民に対するアフターサー

ビス含めてですね、市民の目線でしっかりフォローしていただきた

いということをこの場では結果的な報告を受けるとして、林館長に

お願いしておきたいと思います。以上です。 

 

小山田議長   はい。よろしくお願いいたします。報告事項は以上になりますが、

その他何かご報告されたいことはよろしいでしょうか。ある方いら

っしゃいますか。 
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 報告ということではないんですが、今度、科学の祭典が９月２２

日に開催されるということで、担当決め等は終わったあとに行いま

す。 

 

石田委員    科学の祭典で使用する材料で、テープを貼った切り取ったのが６

０枚、それとカットしてあるのが１２０枚くらいあります。それで、

あと画用紙に印刷したまま、まだ切り取ってないカラー画用紙が２

００枚くらいはあるかなという感じなので、当日、切り取る作業と、

それから折り目を入れる作業をするようだと思います。 

 

小山田議長   では、今回は前の事前作業はしなくてもよいでしょうか。 

 

石田委員    みんなで集まらなくても大丈夫ではないかなとは思ってますが。

いかがなものでしょう。 

 

小山田議長   そうですね。大丈夫なのはないかと思います。 

 

石田委員    高校生スタッフを今年も頼んでますよね。 

 

小山田議長   はい、頼んでます。 

 

石田委員    ただ高校生に全部作業の指導を任せて、委員は裏で一生懸命こう

切り取ればいいと思います。 

 

小山田議長   では、今年度は事前の準備はなしで、当日ということになります。 

 

石田委員    はい。はさみもありますし、それから目打ちは２本くらいかと。 

 

小山田議長   目打ちですね。はさみ、目打ちと定規がある方はお持ちください。 

 

石田委員    はさみはもう、数だけあります。 

 

 

小山田議長   会場はＮの２０１ですね。今まで１階だったんですが、２階にな

ります。Ｎ棟の２階になります。お間違えのないようにお願いしま
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す。 

 

福井委員    あと１点。私たち社会教育委員と公運審、その２チームだけが出

て、と図書館協議会は出ないということでよろしいですか。 

 

小山田議長   はい、そうですね。図書館は今回は出ないということで。 

 

福井委員    はい。 

 

石田委員    やっぱり、担当委員が集まらないんですよ。 

 

小山田議長   ちょっと今期は厳しいということで、また、来期は来期でまたご

検討いただくということで。 

 

福井委員    はい。それと去年、社会教育委員以外に、内田課長のほうでもス

ポーツというとこ実施されたんですけど、今年のスポーツとしては

どうなんですか。 

 

内田スポーツ振興担当課長 スポーツとしては義足体験を去年と同じような形でや

らせていただきます。去年はオリンピックの講演会をやりましたけ

れども、そちらに関しては今年はやらない予定です。 

 

福井委員    分かりました。 

 

小山田議長   ということで、科学の祭典についてはそのようにお願いしたいと

思います。その他何かございますでしょうか。 

        はい、それでは以上になります。では、２９期は今回が最後とい

うことになるので、ちょっとまだお時間少しあるので、継続の方も

いらっしゃると思いますが、一言ずつ、２９期のご感想や来期に思

いがある方はその思いを語っていただけると思うんですけれども。

では首藤さんからお願いします。 

 

首藤委員    ２年間お世話になりました。私は本当はですね、６年、３期皆さ

ん他にお辞めになる方が３期ということなんですが、私はちょっと

家庭の事情というか、忙しくなって、もともと推薦を受けてこちら
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に来ていた体協の方の役員を退任しましたんで、自動的にこちらの

ほうも一期で退任ということになります。全く最初のころは、こう

いう教育というか生涯教育そのものに、知識がなくてですね、ちょ

っと苦戦したんですが、ここ１年、少し理解が進むようになってき

ての退陣ということで、気持ち的には少し心惜しいと言うか、残念

かなというふうに思っております。でも、ちょうど過渡期に、コミ

ュニティ・スクールという形でいくという、これからだという時期

になりますので、新しい社会教育委員の皆さんでコミュニティ・ス

クールだけではなくて、生涯教育、小金井市における生涯教育全般

の高度化、進化に寄与していただけたらというふうに思います。大

変皆さんお世話になりました。ありがとうございました。（拍手） 

 

柴田委員    今期は特に提言書、地域学校協働活動についての提言書を皆さん

で作成して、教育委員会に提出したということが大きな成果なのか

なと思います。小金井市の場合はトップダウンではなくて、こうい

う市民の立場から教育委員会のほうにコミュニティ・スクールを作

ろう、地域学校協働活動をやろうというふうな機運が高まってきて、

ボトムアップ型で進めるというところが特徴だと思いますし、市民

力というところが高い地域なんだなというふうに今回、第２９期の

活動をさせていただいて実感いたしました。引き続き、ここで議論

するだけで終わるのではなくて、何か今回の期の議論の中にもあり

ましたように、例えば公民館で何か打ち上げ的なものをやってから、

みんなで熟議をしてから例えば市民一体となって地域学校協働活

動を始めようとか、そういうところに今後つながればいいなという

ふうに希望しております。また、今後ともよろしくお願いいたしま

す。（拍手） 

 

石田委員    石田です。私は３期６年、ここで満期となりましたので、ちょっ

と退かせていただきます。お世話になりました。私は、私が就いた

年の２７期の前、２６期の社会教育委員が提言としてまとめていた

生涯学習センター、箱物はできませんが、ホームページの中にそれ

を取り入れるという提言について応えられたということが１つの

成果だと思います。そしてこれが、小金井市というホームページを

開いた時にいろんなものと一緒にトップに、このホームページの生

涯学習教育についてとか、生涯学習機能についてとか、活動につい
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てとか、それがそのトップにくることを祈っております。そして、

コミュニティ・スクールについてもいろいろできたので、何か私と

しては充実した６年間だったな、何もわからずに入って、本当に２

年目から、やっとこういうものかというのは分かって、そしていろ

いろ活動させていただいて、能力以上のことを学ばせていただいた

かなと思っております。ありがとうございました。（拍手） 

 

原田副議長   原田です。どうもありがとうございました。２期４年の活動を終

えまして、仕事をしているときには全く触れなかった問題とか勉強

させていただいて、何か、この委員をやっていること自体が自分に

とっては社会教育になっているみたいな感じで、生きがいにもなり

ました。ありがとうございました。４年間ですね、地域学校協働活

動のほうをテーマにしていろんな勉強や視察もしたんですけれど

も、最初は本当に雲をつかむような話でですね、こんなことやって

るとこがあるんだとびっくりするくらいだったのが、提言にまで至

って、具体的に手応えがあり、小金井でもやるぞ、できるんだぞと

いうところまで至ったというのは本当に大変充実した経験だった

と思います。予定ですけども、もう１期やらせていただくことにな

ろうかと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。（拍手） 

 

城委員     私もこの委員になりまして４年間なんでけれども、小金井市のこ

とについて、三鷹のほうにすんでいたので、あまり知らなかったし、

社会教育についても、もう子供たちはもう結婚してそれぞれにいる

ので、小学校に行ったり中学校に行ったりとか、そういうことに関

わることなく、お花のほうだけでやっていたので、こんなにいろん

なことがあるんだっていうこと、本当に社会勉強というか、今さら

と言われそうですけそども、すごくいろんな勉強をさせていただい

て、少しでもお役に立てるものがあれば、したいなという感じでき

まして、いろんなことを学ばせていただいています。またあと２年

間やる予定なんですけでも、それでまた勉強させていただいて、コ

ミュニティ・スクールというのも、地域学習活動というのも、漠然

としか知らなかったことが、こういうことをするんだなということ

が少しわかったような感じで、これからも学ばせていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。（拍手） 
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所委員     昨年度、前任の校長先生から引き継ぎまして、１年間ですね、皆

様にお世話になりました。本当に、この社会教育が小金井市ではコ

ミュニティ・スクールよりも先行して、非常に研究されているなと

思い、私のほうも勉強になりました。皆様からいただいているさま

ざまな資料を参考にしながら、実践のほうを特に頑張ってやってい

きたいなと思っております。今後ともご指導ご助言どうぞよろしく

お願いいたします。（拍手） 

 

福井委員    福井です。１期２年務めました。私自身、社会教育委員としては

現場を見たいという意思で、いろいろな研究大会、都市社連及び関

東甲信越静への研究大会に参加しました。そこで小金井市の社会教

育委員の会議というのは非常に制度として出来上がっているなと

いうことは強く思いました。他の例えば栃木県とか近隣の他府県の

社会教育委員と交流した結果、なかなか逆に委員のなりてがいない

とか、あと私はもう１０年社会教育委員やってますよとか、あと、

こういう会議でも年８回我々はやっていても、他府県のところは年

１回または３回くらいのところまでしかないよ、というところが非

常に多かったという印象がありまして、小金井市の社会教育委員の

会議というのは、非常に制度として出来上がっているなという印象

と、もう１つはいろいろな研究大会で、地域の講演会とかいろいろ

聞きましたら、やはり地域の課題を見つけてそれを検討するとうこ

とは非常に重要じゃないかということで、課題解決ということを意

識しながら、社会教育委員は活動されてるなという印象をもちまし

た。それと我々ここ２年間で学んだことは、地域で子供を育てよう

ということは再認識できたということが勉強になったということ

です。以上、ありがとうございました。（拍手） 

 

小山田議長   お世話になりました。３期６年ということで、最後の期は議長を

継がせていただきまして、最初、石田委員と本当に入ったすぐ後に、

関東甲信越静の大会があって、２人で行かせていただいたんですが、

その時も、やっぱりいろんな活動、今、福井委員からのお話もあり

ましたが、いろんな地域でいろんな活動をされている中で、小金井

は社会教育委員の会議がこんなに開かれているというのは改めて

実感をし、また、動く、動くと言うかアクションを起こす社会教育
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委員みたいなこともすごく論議されていて、ただ会議だけで終わっ

ていては、これからはいけないんじゃないかということがすごく言

われていたので、私も会議だけじゃない、何かちょっとアクション

につながるようなことができたらと思って議長を務めさせていた

だいたんですけれども、大きいところではコミュニティ・スクール、

社会教育活動の提言ができたということが本当に、皆様のご協力の

もと、１つ形としては残せたなどと思いますが、これがスタートな

ので、本当にこの後ですね、本当にここで任期終了というのは非常

に非常に残念で、この後を見たいというところが実はあるんですけ

れども、それは市民として、また何かしらいろいろな形で、ご協力

していきたいと思いますし、見守っていきたいとは思っております。

本当に小金井にはいろいろな方々やら団体やら、本当にいろんな力

のある地域資源がたくさんあるので、そこがうまく繋がれば、どこ

にも負けない素晴らしい地域学校協働活動だったり、コミュニテ

ィ・スクールが本当にできるんではないかと、私もいろんな地域と

かも視察している経緯もあって、本当に思いますので、ここで皆さ

んが１つになって、成し遂げていただけたらなと思います。あとは、

生涯学習センター機能のホームページについても、まだちょっと始

まったばかりでしたので、本当にこのあともさらに充実させていた

だける方向で、いろいろ検討していただけたらと思います。個人的

には、実は私の娘が成人式が、この私の任期中にあって、娘の成人

式を舞台の上で、実は見ていたという、個人的には、そういった特

典的なこともさせていただいたので、本当に娘の成人式も非常に心

に残っております。ということで、本当に６年間どうもありがとう

ございました。また、今後とも皆様を見守り応援したいと思います

ので、ありがとうございました。よろしくお願いいたします。（拍手） 

 はい。ということで、それでは最後に藤本部長から、一言お願い

したいと思います。 

 

藤本生涯学習部長 ２９期の会議は、今回が最後ということになります。また、今

回をもって委員から終わられる方というのもいらっしゃいます。本

当にありがとうございました。この間、いろいろ社会教育に関する

問題、生涯学習に関することを審議していただいて、ご尽力いただ

き、本当に感謝しております。特に、この期ではさまざまなところ

に視察に行っていただきまして、今年の５月には地域学校協働活動
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の実現に向けてという提言もいただきました。今後行政としまして

も、この提言の実現に向けて関係機関、関係部署とも連携を取りな

がら、調整しながら、何とか実現できるように取り組んでいきたい

と思っています。今現在、所先生いらっしゃる緑小学校でのコミュ

ニティ・スクールの研究も始まったばかりですので、そちらのほう

の研究の内容も生かしながら、今後検討に進めていきたいとうふう

に考えております。また、議長もおっしゃられて、石田委員もおっ

しゃられたように、生涯学習支援センター機能、まだホームページ

だけでは満足ということではございませんので、今後も機能の充実

に向けて、行政としても取り組んでいきたいと考えています。本当

にこの２年間ありがとうございました。 

 

石田委員    こちらこそありがとうございました。 

 

小山田議長   ありがとうございました。（拍手） 

 本当に、皆様いつも毎回活発なご意見をいただいて、非常に楽し

い会議が開催できたと思います。それでは、第４回社会教育委員の

会議ということで、第２９期の社会教育委員の会議を終わらせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

 

（「お疲れ様でした。」の声あり） 

 

 


